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北陸i-Construction通信 第３号 2016.7.5 発行  

  国土交通省では、今年を「生産性革命元年」と位置づけ、調査・測量、設計、施工、検査及び維持管
理・更新のあらゆるプロセスにＩＣＴを取り入れることで生産性を向上するｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎを推進してい
ます。ｉｰＣｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎの更なる普及のため全国200箇所で講習・実習が開催又は計画されており、北
陸管内においても新潟市・富山市・金沢市で6月～7月にかけて開催中です。「北陸i-Construction通

信」は、これらの取り組み内容や状況を広く、皆様にお知らせすることにより、より一層の取り組み推進
をはかるものです。 
 
 

ＩＣＴ技術の活用 

規格の標準化 

施工時期の平準化 

i-Construction説明会の実施、ＩＣＴ建設機械のMG・MC技術について 

特になし 

特になし 

最新ニュース             
           今年度から本格的にスタートしたＩＣＴ(土工）の周知・普及を目的と
した説明会を6月24日に石川、6月29日に新潟で実施しました。どちらの会場も満員で生産性革
命元年に相応しいスタートとなりました。特に、新しく導入された１５の新基準・要領、等へ
の関心は高く、今後、本格的な運用が進むものと期待しています。また、午後の部において
は、ＰＣを使っての3次元データの処理やＵＡＶ及びＬＳ（レーザースキャナー）を用いた出来
形管理要領(案）、監督・検査要領(案）についての実地研修を行いました。 

URL:http://www.hrr.mlit.go.jp 

 説明会の開催概要 

・石川会場（Ｈ28.6.24） 
 座学100名・実技43名 

・新潟会場（Ｈ28.6.29） 
 座学168名・実技63名 

 i-Constructionに関する関心が非常に高く、参
加者は講師の説明に熱心に耳を傾けていまし
た。特に、３次元設計データの作成と３次元計測
により得られた点群データから３次元データ作
成までのプロセスの実演・説明は大変勉強に
なったとの声が寄せられました。 
 しかし、出来形管理要領の説明は耳慣れない
単語もあり、理解をしていただくため引き続き説
明会等を企画していく予定です。 
 アンケート結果（石川・新潟会場）より、 
・i-Constructionについてほとんどの方に認知さ
れているが、1/3の方は詳細を知らなかった。 
・３次元設計データ作成は、６割の方は経験を積
めば使えそうという意見でした。 

金沢会場（Ｈ28.6.24） 
座学参加者100名 （企業：71名 自治体 17名 国交省12名） 
実技参加者43名  （企業：35名 自治体 7名 国交省1名） 

新潟会場（Ｈ28.6.29） 
座学参加者168名 （企業：119名 自治体 12名 国交省37名） 
実技参加者63名  （企業：50名 自治体 5名 国交省8名） 

金沢 合計 企業 自治体 国交省 

午前 100 71 17 12 

午後 35 35 7 1 

新潟 合計 企業 自治体 国交省 

午前 168 119 12 37 

午後 63 50 5 8 
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・３次元設計データ作成の操作について ・i-Constructionについて 
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新潟会場座学の様子 ＬＳの実地研修 

ＵＡＶのデモ飛行 

Ａ．知っていた 

Ｂ．言葉は知ってい
たが内容は知らな
かった 

Ｃ．知らなかった 

Ａ．簡単だった 

Ｂ．簡単だったが、 
  経験は必要 

Ｃ．もう少し経験を積まなけ
れば現場で使えない 

Ｄ．もう少し技術が洗練され
ないと現場で使えない 

Ｅ．難しい 

Ａ．簡単だった 

Ｆ．使いたい 

Ｈ．その他 
Ｇ．使いたくない 

Ｃ 



 i-Construction推進本部 事務局 
             （問い合わせ先）  北陸地方整備局 地方事業評価管理官(2118) 
                             企画部 技術管理課長(3311) 
                             企画部 技術検査官(3122) 
           〒950-8801  新潟市中央区美咲町1-1-1 新潟美咲合同庁舎１号館 ℡025-280-8880(代） 
                                         URL:http://www.hrr.mlit.go.jp 

マシンガイダンス技術（例） 

マシンコントロール技術（例） 

Q :ＩＣＴ建設機械による施工は、使用する機種・技術は限定されているのか？ 

 A :○技術は限定していません。マシンコントロール・マシンガイダンスどちらも選定できます。 
   ○以下の4種類の中から施工する現場の条件に合わせて選択して下さい。 
    ・3次元ﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ(ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ)技術 ・3次元ﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ（ﾊﾞｯｸﾎｳ）技術 
    ・3次元ﾏｼﾝｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ）技術 ・3次元ﾏｼﾝｶﾞｲﾀﾞﾝｽ（ﾊﾞｯｸﾎｳ）技術 

◆ i-Construction物知りコーナー（Q&A） 

●ＭＣブルドーザ 

●ＭＧバックホウ 

・チルト（傾き）センサにより自機の
位置・刃先の位置を把握し、 

設計との差をモニターに表示しま
す。 

・IMU＊センサ・ストロークセンサ

により自機の位置・ブレードの位
置を把握し、設計との差を計算
し作業機（ブレード）を自動制御
します。 

・オペレータは車両の前後左右
の移動操作のみで済みます。 

●ＭＣバックホウ 

■ｽﾄﾛｰｸｾﾝｻ付
き 
 ｼﾘﾝﾀﾞ 
（ﾌﾞｰﾑ･ｱｰﾑ･
ﾊﾞｹｯﾄ） 

■IMU+    
(車体内
蔵) 

■GNSSｱ
ﾝﾃﾅ   
(ﾊﾝﾄﾞﾚｰ
ﾙ) 

■GNSS
受信機 

■ｺﾝﾄﾛｰﾙ
ﾎﾞｯｸｽ 
12.1ｲﾝﾁ 

・IMUセンサ・ストロークセンサに

より自機の位置・バケット刃先の
位置を把握し、設計面に沿って動
くように自動でバケットの制御を
自動アシストし、掘り過ぎを防ぎ
ます。 

出典：平成２６年度北陸ICT講習会 

H26北陸 

出典：阿賀野バイパス１７工区 
      改良その１４工事 

チルトセンサ 

自動制御による押土作業状況 
ＭＣブルドーザ モニター表示 

ＭＣバックホウ モニター表示 

【ＭＧ（MachineGuidance）とは】 
自機や刃先の位置と設計面との差をオペレータ
に案内（Guidance）し施工の補助をする。 

【ＭＣ（MachineControl）とは】 
自機や刃先の位置と設計面との差を計算
し、ブレードを自動制御（Control）・補助しオ
ペレータの省力化を図る。 

＊IMU：Inertial Measurement Unit 
  慣性計測装置 

ＭＧバックホウのモニタ表示 

ＭＧバックホウによる切削 

自動アシストによる設計面付近の掘削状況 


